
● �多 様な視 点を活かした 
イノベーションに基づく、
よりよい製品・サービス
の提供による企業の成長

● �社員エンゲージメントの
高まりによる社員一人ひ
とりの活動生産性の向上 

Our Progress ＞ 人財開発  
＞ 指標と目標

P242  

● �より魅 力ある会 社 への 
成 長 による社 員 の定 着
や採 用 競 争 力 の向 上、 
および採用コストの削減

戦略

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
イ
テ
ィ
推
進

① DE&I視点の人財開発

② �多様な社員の活躍推進
と職場環境整備
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③�DE&I 教育・啓発

④ �インクルーシブな組織
風土醸成

活動実績

女性活躍推進 ①②③④

LGBTQ＋社員の活躍推進 
①②③④

異なる文化の社員の 
活躍推進 ①②③④

障がいのある社員の 
活躍推進 ①②③④

育児両立支援 ①②③④

介護両立支援 ①②③④

DE&Iへの理解深耕 ①②③

対話を中心とした組織風土
醸成 ①②④

指標 目標 実績（2025年）

女性社員比率に対する 
女性管理職比率 ①②③④
※ �グループ各社の管理職ポジション

数に基づく加重平均により算出

100%
2030年

79.4%

女性管理職比率 ①②③④ ー 34.0%

男女の賃金差 ①②③④ ー 89.1%

障がい者雇用率 ①②③④ ー

グローバル：
1.67%
日本※： 
2.80%

※ 法律に基づく
算出

男性育休取得率（日本） 
①②③④ 100% 92.7%

社員エンゲージメント 
サーベイにおける 
“インクルーシブな組織風土”
に関するスコア ①②③④

75
2030年

65

社員エンゲージメント 
サーベイにおける 
“心理的安全性”に関する
スコア ①②③④

75
2027年

65

● �現在製品やサービスを
提供している国々や市場
に加えて、これから存在
感を拡大していく地域や
市 場 において、多 様 な
価値観の期待に応える
製品・サービスを提供
することによる、生活者の
こころ豊かな生活の実現 

● �社会全体のDE&Iに関す
る意識・気運の向上 

受容性と多様性のある職場

リスク​

● �多様な社員が意欲高く働くことが困難な
職場における、社員のエンゲージメントの
低下、および企業の財産である社員の定
着や優秀な人財の採用難化 

● �多様さを受け入れず均質化した組織にお
ける、社会の変化への機敏かつ柔軟な対
応力の欠如、および企業の持続的成長に
おけるリスクやレピュテーションリスク

機会

● �花王グループにおけるDE&Iの浸透によ
る、多様で優秀な人財の獲得と定着、お
よび意欲と能力の最大発揮 

● �社会の変化や人々の価値観の多様化に
応える商品やサービスの提供、および社
員のエンゲージメントの高まりによる活
動生産性の向上

● �企業のさらなる成長、社会や投資家から
の評価向上、およびDE&Iに関する社会
機運向上への貢献

多様性を花王の強みとしてさまざまな社会課題解決を実現するために、社員一人ひとりが能力と個性を最大限に発揮し、
個人と企業が共に成長できる環境と風土づくりを目指します。

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績
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 戦略​
花王では、企業理念の「花王ウェイ」において、社員の持つ可能性を最大限に活かし、成長で

きるインクルーシブな職場をつくること、すべての人を尊重し、心を開いて接すること、多様な
文化、国籍、信念、人種、性別、アイデンティティ、能力を積極的に受け入れ、すべての社員、ビ
ジネスパートナー、そしてコミュニティをありのままに尊重することを明記しています。

そのうえで、花王は原料開発から家庭用製品の提供まで多様な事業を展開し、人々の暮らし
に真摯に向き合う企業として、ブランド、製品・サービスを通じたすべての企業活動において、
DE&Iの取り組みを進化させ続けることが重要であると考えています。こうした考えをコミットメ
ントとして明示し、社内外のステークホルダーと協働しながらDE&Iを実践することで、誰もが
ありのままの姿で最大限の力を発揮できる、いきいきとした社会をめざすことを、花王グループ
のDE&I方針として公開しています。

この方針のもと、社員に向けては、社員一人ひとりが互いを受け止め共生する、多様性が強み
となっている花王グループの実現を、ビジネスパートナーに向けては、「よきモノづくり」に携わ
るすべてのパートナーと価値観を共有し、協働することで、持続可能なサプライチェーンの構築
を、社会に向けては、生活者一人ひとりに寄り添った「よきモノづくり」を通じて、人々が共につ
ながり、豊かに共生する社会の実現を目指します。

花王は「未来のいのちを守る」という「K27」のビジョン実現に向け、「グローバル・シャープトッ
プ」人財／組織運営による社員活力の最大化を目指しています。職場のDE&Iは、その基盤とし
て「公平な機会の提供」に向けた活動のひとつに位置づけています。

社員一人ひとりが互いを受けとめ共生する、多様性が強みとなっている花王グループの実現
に向け、認知的多様性※を高め、組織の強みにすることを目指します。そのために、ダイバーシ
ティ＆エクイティ推進活動として、多様な人財一人ひとりが働きやすい環境の中で公平に機会を
得られるよう、必要な支援と職場環境の整備を行います。

併せて、インクルージョン推進活動として、社員全員がDE&Iへの理解を深め、実践できるよ
う取り組みます。さらに、一人ひとりが自分らしく力を発揮できるインクルーシブな組織風土の
醸成を進めていきます。
※ 認知的多様性：ものの見方や判断の仕方など、認知に関する内面的な多様性。

戦略
事業成長と社会課題解決への貢献に向け、「受容性と多様性のある職場」のリスク低減と機会

創出につながる、花王らしく、実効性のある戦略を推進しています。

 社会課題​
社会の価値観や人々の暮らしが大きく変化し、多様化している中で、花王は本テーマに関する

社会課題を以下のように認識しています。

 リスクと機会​
このような社会背景の中、花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとお

りです。

● �ビジネスのグローバル化による、経済や社会情勢の不確実性の高まり
● �多様な背景や価値観を持つ生活者や社員の増加に伴い、従来の常識にとらわれない考

え方が広がる中での、ワークとライフに関する生活者の意識や社員の会社に対する期
待の変化

リスク
● �多様な社員が意欲高く働くことが困難な職場における、社員のエンゲージメントの低

下、および企業の財産である社員の定着や優秀な人財の採用難化 
● �多様さを受け入れず均質化した組織における、社会の変化への機敏かつ柔軟な対応力

の欠如、および企業の持続的成長におけるリスクやレピュテーションリスク

機会
● ���花王グループにおける DE&Iの浸透による、多様で優秀な人財の獲得と定着、および

意欲と能力の最大発揮
● ��社会の変化や人々の価値観の多様化に応える商品やサービスの提供、および社員のエ

ンゲージメントの高まりによる活動生産性の向上

● ��企業のさらなる成長、社会や投資家からの評価向上、およびDE&Iに関する社会機運
向上への貢献

ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン（DE&I）方針 
https://www.kao.com/jp/sustainability/walking-the-right-path/inclusive-diverse/dei/policy/
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① DE&I視点の人財開発
組織ごとの特徴を踏まえたDE&I推進活動を実行するため、各組織がDE&Iの観点で課題を把

握し、改善に向けた人財開発活動（採用・育成・評価・登用・風土醸成・職場環境整備）を行う。
これにより、すべての組織で多様性を活かす。

② 多様な社員の活躍推進・職場環境整備 
多様な社員にエクイティ（公平性）の観点で必要な支援や環境整備を行う。これにより、多様

な社員一人ひとりの能力発揮を促進し、組織の認知的多様性を高める。

③ DE&I教育・啓発 
社員一人ひとりがDE&Iへの理解を深め、実践できるよう、啓発やトレーニングを継続的に行

う。これにより、DE&Iを組織文化として浸透させ、組織全体の行動変容を促進する。

④ インクルーシブな組織風土醸成
社員一人ひとりが自分らしく力を発揮でき、互いにそれを受け止め活かす組織の実現に向け、

対話を中心とした組織風土の醸成を進める。これにより、一人ひとりの認知的多様性の発揮とそ
の融合を促進し、多様性を組織の強みとして昇華させる。

戦略の実践により生み出されるインパクト
生活者に近く、常に身近にある商品の提供者として広く認知されている花王の活動は、生活者

を含めた社会全体にも影響を及ぼすことができると考えています。 

財務インパクト
● �多様な視点を活かしたイノベーションに基づく、よりよい製品・サービスの提供による

企業の成長 
● �社員エンゲージメントの高まりによる社員一人ひとりの活動生産性の向上

● �より魅力ある会社への成長による社員の定着や採用競争力の向上、および採用コストの削減 

環境・社会インパクト
● �現在製品やサービスを提供している国々や市場に加えて、これから存在感を拡大してい

く地域や市場において、多様な価値観の期待に応える製品・サービスを提供すること
による、生活者のこころ豊かな生活の実現 

● �社会全体のDE&Iに関する意識・気運の向上 

社員に向けたDE&I推進活動全体像

ダイバーシティ & 
 エクイティ推進活動

インクルージョン 
推進活動

社員一人ひとりが互いを受けとめ共生する、 
多様性が強みとなっている花王グループの実現

組織の認知的多様性を高める 認知的多様性を組織の強みにする

● DE&I視点の人財開発
● �多様な社員の活躍推進・ 

職場環境整備

重点テーマ

Gender diversity 
女性・LGBTQ＋

Cultural diversity 
異なる文化

Normalization 
障がい

WLB & Growth 
育児両立・介護両立

● DE&I教育・啓発
● �インクルーシブな 

組織風土醸成

重点テーマ

DE&Iへの理解深耕 
女性・LGBTQ＋・ 

異なる文化・障がい・ 
育児両立・介護両立

対話を中心とした 
組織風土醸成 

心理的安全性・ 
アンコンシャスバイアス

関連する取り組み: �P269  DE&I視点の人財開発、P269  女性活躍推進、P270  LGBTQ＋社員の活躍推進、P271  異なる文化の社員の活躍推進、

P271  障がいのある社員の活躍推進、P272  育児両立支援、P273  介護両立支援、P274  DE&Iへの理解深耕、P274  対話を
中心とした組織風土醸成

P271  障がいのある社員の活躍推進、P272  育児両立支援、P273  介護両立支援、P274  DE&Iへの理解深耕、P274  対話を
中心とした組織風土醸成

関連する取り組み: �P269  DE&I視点の人財開発、P269  女性活躍推進、P270  LGBTQ＋社員の活躍推進、P271  異なる文化の社員の活躍推進、

P271  障がいのある社員の活躍推進、P272  育児両立支援、P273  介護両立支援、P274  DE&Iへの理解深耕、P274  対話を
中心とした組織風土醸成

関連する取り組み: �P269  DE&I視点の人財開発、P269  女性活躍推進、P270  LGBTQ＋社員の活躍推進、P271  異なる文化の社員の活躍推進、

P271  障がいのある社員の活躍推進、P272  育児両立支援、P273  介護両立支援、P274  DE&Iへの理解深耕、P274  対話を
中心とした組織風土醸成
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戦略のレジリエンス
人財の多様性を尊重する組織風土を醸成することで、社員一人ひとりの能力や視点を最大

限に引き出し、組織の創造性や適応力を高めます。これらの取り組みは、変化する環境への柔
軟な対応を可能にするだけでなく、持続可能な成長や社会的価値の創出につながると考えて
います。

指標と目標
組織の中の認知的多様性が高まっていること、および認知的多様性が組織の強みになっている

ことを測る指標として、女性社員比率に対する女性管理職比率、およびインクルーシブな組織風
土に関する社員エンゲージメントサーベイのスコアを設定し、目標に対する達成状況を確認する
ことで、改善に向けた取り組みを推進しています。

 目標と進捗

戦略 指標
実績 中長期目標

2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①② 
③④

社員エンゲージメントサーベイにおける
“インクルーシブな組織風土”に関するス
コア（満点スコア：100）

ー 62 63 65 75 2030

①② 
③④

女性社員比率に対する女性管理職比率※

※ �グループ各社の管理職ポジション数に基づく
加重平均により算出

75.9% 76.2% 78.1% 79.4% 100% 2030

DE&Iの意義理解、心理的安全性やアンコンシャスバイアスの理解と実践に向けた活動をはじ
めとした各種教育・啓発活動など、インクルーシブな組織風土醸成に向けたさまざまな取り組み
を実行してきた結果、社員エンゲージメントサーベイにおける“インクルーシブな組織風土”に関
するスコアは、徐々にではありますが着実に向上しています。今後、花王グループ各社の取り組
みや好事例などを相互に共有することで、グループ全体の意識向上をより一層進めていきます。

「花王グループ各社の女性管理職比率を各社の女性社員比率と同じにすること」の達成度を
測る指標である女性社員比率に対する女性管理職比率に関しては、年々向上しているものの特
に日本においてさらなる改善が必要です。そのため、「意欲高く働くための育児両立支援」を含
む女性活躍推進の取り組みを、引き続き着実に進めていきます。

女性の状況（％）

2022年 2023年 2024年 2025年

従業員

花王グループ 52.9 53.1 53.2 53.6 

日本 55.9 56.0 56.5 56.8 

　うち花王（株） 28.9 30.0 31.9 32.9 

アジア 44.6 44.2 44.2 44.2 

欧州 49.9 52.4 52.5 53.7 

米州 51.2 53.0 48.6 52.5 

管理職（全体）

花王グループ 30.5 31.1 32.6 34.0 

日本 22.4 24.6 26.5 27.7 

　うち花王（株） 24.3 25.6 27.7 28.7 

アジア 47.6 45.9 46.0 46.3 

欧州 40.8 44.8 45.0 47.1 

米州 53.3 48.6 46.7 48.5 

女性従業員比率に対する
女性管理職比率※1

花王グループ 75.9 76.2 78.1 79.4 

日本 65.9 67.3 69.7 71.4 

上級管理職※2
花王グループ 19.8 19.4 20.4 20.2 

日本 10.6 11.8 11.9 13.0 

中級管理職※3
花王グループ ー 26.8 28.9 30.4 

日本 ー 19.0 20.7 22.3 

初級管理職※4
花王グループ 34.2 35.5 36.2 38.5 

日本 26.8 29.6 31.8 33.2 

売上創出部門 
管理職

花王グループ 29.7 30.5 29.9 34.1 

日本 21.5 23.6 25.2 25.8 

STEM関連部門※5  

従業員
花王グループ 23.9 24.9 25.8 26.0 

日本 21.1 21.8 23.1 23.0 

※1 �女性社員比率に対する女性管理職比率の達成度を示す指標であり、各エリアにおける花王グループ各社の管理職ポジション数を考慮
し、加重平均により算出。

※2 �部長相当職
※3 �課長相当職のうち一定以上の役割を担うポジション
※4 �課長相当職のうち中級管理職を含まず
※5 �理工系関連部門

※ �特に記載がない限り、在籍会社で集計。正規雇用の従業員およびフルタイムの無期化した非正規雇用の従業員。各年12月末時点。 
人員カバー率100％。
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平均年齢（歳）

2022年 2023年 2024年 2025年

花王（株）

全体 40.9 41.1 40.8 40.6 

男性 41.4 41.6 41.0 40.8 

女性 39.9 40.1 40.2 40.1 

平均勤続年数（年）

2022年 2023年 2024年 2025年

花王グループ

全体 － － 15.6 15.6 

男性 － － 16.5 16.3 

女性 － － 14.8 15.0 

花王（株）

全体 17.6 17.6 17.0 16.7 

男性 18.5 18.6 17.9 17.5 

女性 15.3 15.3 15.2 15.0 

障がい者の雇用状況（％）

2022年 2023年 2024年 2025年

花王グループ 1.34 1.56 1.54 1.67 

日本※3 ※4 2.64 2.76 2.81 2.80 

花王（株）※3 2.56 2.61 2.60 2.57 

※3 行政による算出基準に基づき、非正規雇用の従業員を含めた6月1日時点の雇用率
※4 �集計範囲は下記のとおり 

障害者雇用促進法の関係会社特例によるグループ適用会社11社（花王（株）、花王グループカスタマーマーケティング（株）、花王ビュー
ティブランズカウンセリング（株）、花王プロフェッショナル・サービス（株）、花王サニタリープロダクツ愛媛（株）、花王ロジスティクス（株）、
花王ビジネスアソシエ（株）、（株）エキップ、花王コスメプロダクツ小田原（株）、花王製紙富士（株）、特例子会社花王ピオニー（株））

役員

2023年 2024年 2025年 2026年

男性（人）　 女性（人） 女性比率（％） 男性（人） 女性（人） 女性比率（％） 男性（人） 女性（人） 女性比率（％） 男性（人） 女性（人） 女性比率（％）

取締役会

取締役※1 8 （3）  2 （2） 20.0 7 （3）  1 （1） 12.5 6 （3） 3（2） 33.3 6 (3) 3 (2) 33.3 

監査役※1 5 （3） 0 （0） 0.0 4 （2）  1 （1） 20.0 3 （2） 2 （1） 40.0 3 (2) 2 (1) 40.0 

計 13（6）  2 （2） 13.3 11（5） 2 （2） 15.4 9 （5） 5（3） 35.7 9 (5) 5 (3) 35.7 

執行役員※2 26 4 13.3 27 4 12.9 25 5 16.7 22 7 24.1 
合計 39 6 13.3 38 6 13.6 34 10 22.7 31 12  27.9 

※1 カッコの数字は、全体人数のうち社外取締役、社外監査役の人数
※2 取締役兼務も含む
※ 各年4月1日時点

※ 特に記載がない限り、在籍会社で集計。正規雇用の従業員およびフルタイムの無期化した非正規雇用の従業員。各年12月末時点。人員カバー率100％。
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※ 性別を理由にした賃金制度の差はなく、役割と成果に応じた処遇としている。男女差については、等級別人員構成の差による
※ 短時間勤務者、休職者、期中の入社者、退職者は除く
※ ：第三者保証を取得

基本給 年間平均額（円）

2022年 2023年 2024年 2025年

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

花王グループ

管理職 7,742,661 8,837,789 7,906,880 8,735,110 8,334,096 9,528,721 8,728,966 9,734,052 

非管理職 3,418,174 3,119,435 3,748,927 3,731,347 3,910,635 4,014,133 4,075,983 4,213,003 

管理職＋非管理職 ー ー 4,935,561 4,401,881 5,176,379 4,803,903 5,430,224 5,022,449 

日本

管理職 6,519,040 5,893,010 6,572,064 5,895,901 6,589,817 5,983,060 7,097,650 6,379,963

非管理職 3,783,388 2,961,574 3,821,684 3,348,308 3,925,963 3,451,836 4,089,836 3,574,805

管理職＋非管理職 ー ー 4,798,691 3,629,665 4,894,190 3,763,238 5,212,633 3,937,864

　うち　花王（株）

管理職 6,568,940 5,909,540 6,630,070 5,969,144 6,634,883 6,024,834 7,206,886 6,456,178

非管理職 3,731,043 3,582,457 3,756,405 3,694,474 3,931,222 3,864,632 4,103,571 4,110,332

管理職＋非管理職 ー ー 4,905,871 4,514,885 5,030,618 4,688,306 5,439,721 5,035,205

※ �性別を理由にした賃金制度の差はなく、役割と成果に応じた処遇としている。男女差については、等級別人員構成の差による
※ �短時間勤務者、休職者、期中の入社者、退職者は除く
※ ：第三者保証を取得

基本給＋その他現金インセンティブ 年間平均額（円）

2022年 2023年 2024年 2025年

花王グループ 管理職＋非管理職 5,733,874 6,276,878 6,620,812 6,886,249

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

花王グループ

管理職 10,986,981 11,693,822 11,205,314 11,591,636 11,645,661 12,494,415 12,088,706 12,682,314 

非管理職 4,605,267 4,171,253 4,935,818 4,907,955 5,107,692 5,198,382 5,308,466 5,421,785 

管理職＋非管理職 ー ー 6,725,064 5,803,608 6,978,488 6,243,281 7,281,841 6,486,258 

日本

管理職 9,929,145 8,956,520 10,081,759 9,009,108 10,075,181 9,109,514 10,718,012 9,616,477

非管理職 5,516,230 4,143,616 5,610,093 4,739,378 5,756,799 4,886,267 6,056,580 5,118,087

管理職＋非管理職 ー ー 7,198,545 5,210,928 7,326,394 5,405,830 7,796,662 5,700,293

　うち　花王（株）

管理職 10,259,143 9,263,127 10,340,101 9,351,123 10,341,938 9,412,972 10,957,289 9,894,172

非管理職 5,625,237 5,411,537 5,712,784 5,611,314 5,958,568 5,841,938 6,246,491 6,209,390

管理職＋非管理職 ー ー 7,563,711 6,960,160 7,740,988 7,203,555 8,274,751 7,662,152

※ 特に記載がない限り、在籍会社で集計。正規雇用の従業員およびフルタイムの無期化した非正規雇用の従業員。各年12月末時点。人員カバー率100％。
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※ 男性に対する女性の比率
※ 性別を理由にした賃金制度の差はなく、役割と成果に応じた処遇としている。男女差については、等級別人員構成の差による

2022年 2023年 2024年 2025年

花王グループ

管理職  106.4 103.4 107.3 104.9 

非管理職  90.6 99.4 101.8 102.1 

管理職＋非管理職 ー 86.3 89.5 89.1 

日本

管理職 90.2 89.4 90.4 89.7 

非管理職 75.1 84.5 84.9 84.5 

管理職＋非管理職 ー 72.4 73.8 73.1 

　うち　花王（株）

管理職  90.3 90.4 91.0 90.3 

非管理職 96.2 98.2 98.0 99.4 

管理職＋非管理職 ー 92.0 93.1 92.6 

男女の賃金差（基本給＋その他現金インセンティブ  年間平均額）（％）

※ 特に記載がない限り、在籍会社で集計。正規雇用の従業員およびフルタイムの無期化した非正規雇用の従業員。各年12月末時点。人員カバー率100％。
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ガバナンス リスク・機会管理
ブランド、製品・サービスを通じた事業やすべての企業活動におけるDE&Iの取り組みをより

一層推し進めるために、ESGコミッティの下部組織として、人財戦略部門を統括している執行役
員をオーナーとした人権・DE&Iステアリングコミッティを月1回開催しています。

人権・DE&Iステアリングコミッティでは、社員だけでなく、サプライチェーンや社会など花王
のステークホルダー全体の人権尊重とDE&Iの向上を目指し、グループ横断で活動を進めるとと
もに、各部門の活動を確認し、ESGコミッティに活動状況を報告しています。

社員に向けた活動については、取締役会の監督のもと、人財戦略部門を統括している執行役
員を責任者とするDE&I推進部が主管部署として受容性と多様性のある職場づくりにつながる取
り組みを実行しています。

DE&Iに関する重要事項の意思決定は、経営トップが参画し、月1回開催される人財企画委員
会にて議論、決裁を行っています。

DE&I推進活動に関する国内グループ会社全体での施策の展開や、課題に関しては、人財戦
略部門責任者と各部門・各社の人財開発責任者で構成され、月1回開催される「人財開発会議」
にて意見交換を行っています。

米州（Americas：コンシューマー向け製品に関連するアメリカ、カナダ、オーストラリア、
ニュージーランドのグループ会社）、欧州（EMEA：コンシューマー向け製品に関連するヨーロッ
パ、中東、アフリカ地域のグループ会社）においては、花王（株）のDE&I推進部がそれぞれの
DE&I推進責任者と連携し、情報共有や意見交換を行うと共に、活動はそれぞれの課題に合わせ
各地域で推進しています。

Americasでは、社員の多様なニーズをサポートするための社内組織として、社員の多様性を
代表するDiversity, Equity & Inclusion Board（DE&Iボード）を設置しています。DE&Iボー
ドは、より多様で公平、かつインクルーシブな企業文化を醸成する活動を行っています。

EMEAでは、全事業分野を代表するシニアチームメンバーで構成されるDE&Iステアリング・
ボードを設置しています。

併せて、Kao Communitiesという9つの社員リソースグループ（ERG）を設置しています。こ
のコミュニティでは、Gender Equity、Cultural Diversity（民族性を含む）、All Abilities（障
がいとニューロダイバーシティに注力）、LGBTQIA + All Stars、Parents（子育て世代）、不妊
治療と養子縁組、更年期サポート、言語、メンタルヘルスに関する活動を推進します。

 管理プロセス
「受容性と多様性のある職場」に向けた取り組み状況については、下記のとおり計画策定・活

動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図っています。

P（計画策定）
方針と目標に基づき重点項目を設定。

D（活動実施）
取り組み（P269～274）をご覧ください。

C（活動結果評価）
社員エンゲージメントサーベイ、DE&Iに関する社員意識調査、各活動に対するアンケート調

査や各種指標の進捗評価、さらに外部評価の結果を踏まえ、活動の成果を総合的に評価。

A（是正）
評価結果をもとに追加的な課題を特定し、是正策を実行。
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 取り組み
花王では、「受容性と多様性のある職場」づくりに向けたさまざまな取り組みを行っています。

これらの取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推
進されています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

ダイバー
シティ・
エクイ
ティ推進

① ��DE&I 
視点の 
人財開発

② �多様な 
社員の 
活躍推進 
・職場 
環境整備

女性活躍 
推進

ロールモデルの提示
や女性リーダーとの
ラウンドテーブルに
よるキャリア意識向上

（日本）

ダイバーシティマネ
ジメントに関する管
理職向け研修（日本）

Gender Equity 
Community（EMEA）
Kao Network of 
Women （Kao Now） 

（Americas）

LGBTQ＋ 
社員の活躍
推進

LGBTQ＋プライド月
間啓発 

（�日本、Americas、
EMEA）

LGBTQ+に関する 
知識習得機会提供 

（日本）

多様性尊重の視点で
の人事制度（日本）

異なる文化
の社員の 
活躍推進

Events to celebrate 
cultural diversity 

（EMEA）

Black Leaders at 
Kao （Americas）

Courageous 
Conversations 

（Americas）

障がいの 
ある社員の
活躍推進

障がい者雇用支援月
間啓発（日本）

障がい者の積極的な
雇用（日本）

周囲者との相互理解
とコミュニケーション
支援（日本）

育児両立 
支援

「仕事も育児も」 
意識の形成（日本）

「働くこと」の支援の
拡充（日本）

妊娠から育児休職 
取得・復職までの
コミュニケーション 
フロー整備（日本）

介護両立 
支援

介護両立に関する 
情報提供（日本）

介護両立に関する 
啓発（日本）

相談窓口の設置 
（日本）

インク
ルージョ
ン推進

③ �DE&I 
教育・ 
啓発 

DE&Iへの
理解深耕

DE&Iポータルでの情
報発信と意見交換の
場の活性化（日本）

社員の多様性を 
クローズアップした
記事の配信 

（日本、Americas）

DE&I Upskilling 
and Training

（EMEA）

④ �インク
ルーシブ
な組織 
風土醸成 

対話を中心
とした組織
風土醸成

心理的安全性 
トレーニング（日本）

アンコンシャス 
バイアストレーニング

（日本、Americas）

DE&I Training 
Sessions（EMEA）

DE&I視点の人財開発
地域：グローバル

対応する戦略：①

基幹人財の選抜を含め、属性によらず、個人の能力に基づく採用・評価・育成・
登用などを徹底しています。役員による人事に関する会議においても、上級職候補
者における属性の偏りなども確認しながら、多様性の確保を推進しています。

日本では、組織の機能などを要因としてDE&Iに関する課題が異なることから、
花王（株）DE&I推進部が各部門や国内グループ会社の人事責任者、キャリアコー
ディネーターと定期的に個別に「DE&I推進ミーティング」を実施しています。ミー
ティングでは、組織ごとのDE&Iに関するデータを共有し、経年変化なども見なが
ら、DE&I視点で人財開発に関する課題を明確にします。

これらの内容を踏まえ、各組織での議論を経て組織のDE&I推進計画を策定し、
組織の人財開発活動と連動させながら、取り組みを実行しています。

女性活躍推進
地域：グローバル

対応する戦略：①②③④

最も多くの人財に関わるダイバーシティ要素として、女性の活躍は花王の成長
に不可欠であると考えています。この考えのもと、「すべての社員が思い込み※1を
超えて、個人の意欲と能力が十分に発揮され、性別によらず自分らしく活躍でき
る職場環境の整備と風土醸成」を方針に掲げ、女性活躍推進活動を進めています。

女性管理職比率と女性社員比率に差のある日本においては、さまざまな意思決
定の場に多様な視点が入ることを目指し、以下の3つを重点アクションとして取
り組んでいます。
※1 性別役割分業意識、リーダー像など

関連する取り組み > DE＆I視点の人財開発
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● �リーダーをめざす、担える人財の育成
● �意欲高く働くための育児両立支援
● �バイアスのない育成や登用を実現する環境創り

2025年は、日本では例年に引き続き、各階層で今後を期待される
女性社員の研修派遣や、管理職候補層を対象とした元女性役員との
少人数座談会などを通じ、リーダーとしてのスキルとキャリア意識の
向上を図りました。

加えて、女性をはじめとする多様なメンバーが挑戦・成長できる
環境創りに向けて、外部専門家と人財戦略部門統括をパネリストと
する管理職向けのダイバーシティマネジメントセミナーを開催しまし
た。さらに、主に非管理職層の全女性を対象に、キャリアアップに対
する考えやそれを阻む障壁などに関するアンケート、上位職層の女性を対象に、これま
でのキャリア形成における課題などに関するヒアリングを実施し、女性活躍のボトルネッ
クの分析と新たな打ち手の検討を進めています。これらの取り組みを継続してきた結果、
2026年3月には、花王株式会社が女性活躍に優れた会社として経済産業省と東京証券
取引所が共同で実施する「なでしこ銘柄」に選定されました。

Americasでは、ERGのKao Network of Womenが、女 性の平 等の日を記 念した 
Women’s Engagement Forum と、国際女性デーを祝う
パネルディスカッションを開催し、社員がジェンダーエクイ
ティを加速させるための戦略について理解を深めました。

EMEAでは、ERGのGender Equity Communityが、
EMEA全域で国際女性デーのイベントを開催しました。
講演やパネルディスカッション、ネットワーキングイベン
トなどを実施し、EMEAのジェンダー・エクイティへのコ
ミットメントを改めて示すものとなりました。

「すべての社員があらゆる性別、性別の認識または表現、性的指向を尊重し、社員一
人ひとりが自身の性を率直に表現することのできる環境をつくり、持てる意欲と能力を
存分に発揮して、自分らしく活躍できる組織風土の形成を目指す」という方針のもと、
LGBTQ+当事者社員が働きやすい職場環境の整備と風土醸成を進めています。

その一環として、社員が性の多様性への理解を深めることを目的に、各種啓発活動を
行っています。2025年は、日本においては、6月のプライド月間にDE&Iポータル※内に
特設ページを開設し、社員が性の多様性について理解
を深め、自分ごととして考えるためのコンテンツを掲載
しました。併せて、花王（株）および一部関係会社の各
事業場におけるポスター掲示や、LGBTQ+の象徴であ
る虹色にちなんだ飴の配布など、社員の認知向上につ
ながる取り組みを実施しました。

Americasでは、ERGのKao Prideが「Glow With Pride」をテーマとして掲げ、社員が
自身の経験を語る取り組みや、シンシナティ・プライド・パレードとフェスティバルへの
参加を含む一連のイベントを実施しました。また新たにオーストラリアにもERG「Kao 
Pride AUNZ」を立ち上げ、支援的な行動に関する学
習イベントや地域のイベントに参加することで、花王の
コミットメントを改めて示しました。

EMEAでは、プライドを祝う地域社会のイベントへ
の参加や、プライドにちなんだランチやドリンクイベン
トの開催などを通じて、各国で社員がつながりを深め
ました。
※ DE&Iポータル：日本花王グループ社員がDE&Iを知り、実践につなげるための情報発信サイト。

LGBTQ＋社員の活躍推進
地域：グローバル

対応する戦略：①②③④

関連する取り組み > 女性活躍推進

関連する取り組み > LGBTQ＋社員の活躍推進

EMEAでのイベントの様子
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EMEAでのイベントの様子
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異なる文化の社員の活躍推進
地域：グローバル

対応する戦略：①②③④

「異なる文化の社員が意欲を持って自分らしく能力を発揮できる環境を整備するととも
に、社員一人ひとりが文化、言語、価値観の違いを認め合い、それを活かす組織風土の
醸成に取り組みます」という方針のもと、国籍や民族など異なる文化的な背景を持つ社
員が働きやすい職場環境の整備と風土醸成を進めています。

その一環として、日本では、外国籍であることを社内の多様性のひとつとして身近に感
じ、自分ごととしてとらえることを促すため、外国籍の社員個人やその周囲者を紹介する
記事を配信しています。2025年は、Americasでは、年間を通して社会正義や公平性など
のトピックスについて考える機会を持ちました。また、ERGのBlack Leaders at Kaoが、
黒人歴史月間などを記念したイベントを開催し、社員が文化的なルーツや受け継がれてき
た価値観、歴史を振り返り、コミュニティとしてのつながりや自由、公平性の重要性を再
確認しました。EMEAでは、複数の拠点で黒人歴史月間を
祝うイベントを開催しました。社員の対話と学びを育みなが
ら、黒人コミュニティが築いてきた歴史や文化、社会への貢
献に敬意を表することを通じて、文化的な背景への理解を
深めました。

ま た、ERGの International Languages Groupは、多
言語環境における文化理解をテーマとしたパネルセッショ
ンを開催しました。パネリストの実体験の
共有から、言語に習熟度の差がある多言
語環境におけるインクルーシブなコミュニ
ケーションについての理解を深め、実践
のヒントを得る機会となりました。

障がいを多様性のひとつととらえ、「障がいのある人もない人も共に働き、共に生きる
社会をめざして、障がいのある社員も働きやすく、働きがいのある職場環境をつくる」とい
う方針のもと活動を進めています。

日本では、さまざまな組織に障がいのある社員が在籍し、障がいの有無にかかわらず、
組織の一員として活躍しています。障がいのある社員が職場で能力を発揮するために、例
えば聴覚障がいのある社員に対して音声認識アプリを提供する、各事業場に働くうえでの
困りごとを相談するサポーターを配置するなどの支援を行っています。併せて、障がいに
対する社員の理解を深めるために、9月の障がい者雇用支援月間に合わせて、障がい理解
に関する特設ページの公開や、ニューロダイ
バーシティに関するセミナーの開催など、全
社員向けの啓発活動を行っています。

また、特例子会社花王ピオニー（株）では、
2005年の設立以来、重度も含めた知的障が
い者を積極的に雇用し、化粧品およびビュー
ティケア製品のセット・梱包作業や事務サ
ポート業務を行っています。

花王ピオニーでは、障がい者の雇用拡大と花王グ
ループへの貢献を目指し、グループ会社が外部委託
している業務の積極的な受託を進めています。2025
年には、名刺印刷の仕組みを新たに立ち上げ、受託
を開始しました。

障がいのある社員の活躍推進
地域：グローバル

対応する戦略：①②③④

関連する取り組み > 異なる文化の社員の活躍推進

パネルセッションの様子

花王ピオニープロダクション部門での生産の様子

障がいのある社員がデザインした名刺箱

関連する取り組み > 障がいのある社員の活躍推進
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「社員一人ひとりが仕事と生活を両立しながら、意欲と能力を存分に発揮して活躍す
ることを支援する」という両立支援方針のもと、女性活躍推進の重点アクションのひとつ
として、取り組みを進めています。

日本においては、性別にかかわらず育児しながらも「自ら思い描くキャリア実現に向け
て意欲高く働く」ことの実現を目指し、「当事者意識改革」「キャリア形成支援」「職場の円
滑な運営促進」の3つの重点アクションに取り組んでいます。

その中でも、特に日本で根深い性別役割分業意識を払拭するため、自身やパートナー

育児両立支援
地域：グローバル

対応する戦略：①②③④

育児・看護・介護に関する就業制度の利用状況

2022年 2023年 2024年 2025年

育児休職取得率（男性）（％）
日本 95.6 100.5 95.8 92.7
花王（株） 109.4 102.1 96.8 90.1

育児休職取得率（女性）（％）
日本 107.9 113.7 99.8 99.8
花王（株） 108.7 104.0 100.0 104.8

育児による時短・時差勤務 取得人数（男性）（人）
日本 1 4 3 6
花王（株） 1 3 2 6

育児による時短・時差勤務 取得人数（女性）（人）
日本 268 310 417 390
花王（株） 41 49 61 53

看護・介護休職 取得人数（男性）（人）
日本 1 2 0 0
花王（株） 0 1 0 0

看護・介護休職 取得人数（女性）（人）
日本 7 7 4 2
花王（株） 1 1 2 0

看護・介護による時短・時差勤務取得人数（男性）（人）
日本 0 1 0 0
花王（株） 0 0 0 0

看護・介護による時短・時差勤務取得人数（女性）（人）
日本 5 3 3 6
花王（株） 0 0 0 1

※ 特に記載のない限り在籍会社で集計
※ �正規雇用の従業員およびフルタイムの無期化した非正規雇

用の従業員
※ �育児休職取得率は、育児介護休業法に基づき雇用会社で集

計。育児休業などと育児目的休暇の取得割合として算出。 
2025年に1回目の育児に伴う休業を取得した男性社員数÷
2025年に子が生まれた男性社員数×100 
花王では、育児休職取得率の算出対象となる、取得必須の
有給育児休暇制度を導入しており、子が生まれたすべての
社員が当該休暇を取得します。一方、法律に基づく育児休
職取得率の算出においては、事業年度と当該休暇や育児休
職の取得期限が異なることから、分子と分母に含まれる対
象者の範囲が異なるため、取得率が必ずしも100％とはなり
ません。

が妊娠した社員を対象として、「両立体制構築セミナー」を必修化しています。当事者社
員が無意識に抱く性別に関する思い込みを解くことで、男女問わず「仕事か育児か」では
なく「仕事も育児も」という意識の醸成を図っています。

併せて、社員が希望する時期に復職するための支援や、出張、繁忙期などでも仕事と
育児の両立を可能にするための支援など、「意欲高く働くこと」を可能にする支援を拡充
しています。

EMEAでは、段階的な復職や、バディ制度などの復職支援プログラムを提供しており、
ERGのParents Communityが花王で利用可能なリソースなどについての周知を行って
います。
関連する取り組み > 育児両立支援

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

> 実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全

責任ある化学物質
管理

272272

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

> 受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全

責任ある化学物質
管理

https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/sustainability/pdf/inclusive-diverse-01.pdf#page=8


「社員一人ひとりが仕事と生活を両立しながら、意欲と能力を存分に発揮して活躍す
ることを支援する」という両立支援方針のもと、「一人ひとりが自ら主体的に行動できる」

「お互いさま意識を持って助け合える」ことを目指し、仕事と介護の両立を可能とする職
場環境の整備と風土醸成に取り組んでいます。

介護両立支援
地域：日本

対応する戦略：①②③④

多様な働き方のための主な就業制度：育児・看護・介護関連（一部関係会社を除く日本花王グループ）

主な制度
内容

育児関連 看護・介護関連

休職 原則、子が1歳の4月末日を迎えるまで取得が可能 最長1年間まで取得が可能であり、最大3回まで分割して取得が可能

有給育児休暇 子が1歳の4月末日を迎えるまでの期間、取得が必須の有給扱いの休暇を10勤務日付与する

短時間・時差勤務

子が1歳の4月末日を迎えるまでの期間
・最大1日4時間までの所定就業時間の短縮が可能
・最大週2日までの所定就業日数の短縮（＝週3日勤務）が可能

下記①②③の制度を合わせて最長3年間の利用が可能（2回まで分割して利用が可能）
①勤務時間短縮：最大1日2時間までの所定就業時間の短縮
②フレキシブル勤務：週3日勤務もしくは週5日の半日勤務
③時差勤務：最大1日2時間までの所定就業時刻の開始・終了時間の変更が可能

子が小学校3年生を修了するまでの期間 
・最大1日2時間までの所定就業時間の短縮が可能 
・最大1日2時間までの所定就業時刻の開始・終了時間の変更が可能

所定外労働の制限 子が小学校1年生の4月末日を迎えるまでの期間、時間外勤務・休日勤務・深夜勤務の制限・
免除を申し出ることができる 時間外勤務・休日勤務・ 深夜勤務の制限・免除を申し出ることができる

育児時間
生後満1年未満の子女を養育する女子社員が対象
1回30分の育児時間を1日2回まで取得可能
育児時間を利用した場合は、該当時間分勤務した場合の賃金を支給

看護・介護特別休暇
小学校3年生修了までの子女の急な疾病・負傷による看護および予防接種・健康診断の受診、
感染症等に伴う学級閉鎖、入園式・卒園式・入学式で短期的な休業を要する時に、毎年5日
まで有給の特別休暇を取得可能。終日・半日・時間の単位での取得が可能

「配偶者」「子女」「本人の父母」「配偶者の父母」「祖父母」「兄弟姉妹」「孫」のいずれかに
該当する家族の看護・介護で休業を要する時に、有給扱いの特別休暇を取得可能（年間
40日もしくは20日付与）。終日・半日・時間の単位での取得が可能

遠隔地勤務 ・育児、看護・介護等のやむを得ない事情がある場合に遠隔地での常時在宅勤務が可能
・出社せずに勤務することで支障がない業務に従事していることが条件

その一環として、介護両立に向けた情報提供・コミュ
ニケーション支援として、介護の基礎知識、会社の支援制
度、行政サービス、職場内コミュニケーションの手引きを
まとめた「介護両立ハンドブック」を作成・公開しています。

また、11月の「介護の日」に合わせて、介護両立支援の
方針や情報を集約した特設ページの公開や、さまざまな
テーマでの介護両立セミナーの開催などを行っています。
関連する取り組み > 介護両立支援
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DE&Iへの理解深耕
地域：グローバル

対応する戦略：①②③

社員がDE&Iへの理解を深め、自分ごととして実践できるようになることを目指し、各種
教育・啓発を実施しています。2025年は、花王グループ全体のDE&Iレベルの向上に向
け、花王グループ各社にDE&Iアンバサダーを任命し、花王グループにおけるDE&Iの意
義に関するトップメッセージのグローバル
一斉配信を皮切りに、各社で社員のDE&I
に対する理解を進めるための「DE＆Iエンパ
ワメントプログラム」を始動しました。併せ
て日本、Americas、EMEAそれぞれで、重
点テーマに関する情報発信や、イベント、セ
ミナーの開催、社員の事例紹介記事の公開
など、各種啓発活動を実施しました。

対話を中心とした組織風土醸成
地域：グローバル

対応する戦略：①②④

多様な人財一人ひとりが自分らしく力を発揮でき、互いにそれを受け止め活かす組織
の実現に向け、対話を中心とした組織風土の醸成を進めています。2025年は、日本花王
グループにおいて、非管理職を対象に「アンコンシャスバイアスeラーニング」を必修研
修として実施しました。これにより、2023年から開始した心理的安全性とアンコンシャス
バイアスに関するeラーニングを全社員が受講したことになります。今後もこの学習を継
続的に実施し、組織文化への定着を図ります。Americasでは、マイクロアグレッション

トップメッセージの配信

や人種差別の理解などのトレーニングを継続して実施しました。EMEAでは、Essential 
DE&I Trainingの中で、マイクロアグレッションとインクルーシブな行動に関するトレー
ニングを実施しました。

関連する取り組み > DE&Iへの理解深耕

関連する取り組み > 対話を中心とした組織風土醸成
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私はこれまで、さまざまなブランドのマーケティングを担当し、その経験を活
かして現在は商品開発部門で「めぐりズム」などのパーソナルヘルスに関する
商品づくりに携わっています。一人では生み出せない商品を、さまざまな部署
のメンバーと協働して形にすることに大きな達成感を感じています。意見がぶ
つかることもありますが、「生活者に役立ちたい」という強い想いは共通です。
密なコミュニケーションを丁寧に重ね、重要なポイントの認識を合わせること
で、前に進めています。日々多くの仲間の情熱に囲まれて働けることに、とても
喜びを感じています。

私は左前腕欠損という障がいがありますが、花王では配慮はあっても制限を
感じたことは一度もありません。困ったときは仲間が自然に助けてくれますが、
それは障がいの有無に関係なく、多様性を大切にしてきた花王の文化に基づい
ていると感じます。多様性を尊重し、誰もが挑戦できる環境があるからこそ、私
はこれからも仲間とともに生活者のために新しい価値を生み出し続けます。

齊藤加奈
花王株式会社 
ヘルスビューティケア事業部門 
商品事業開発センター　 
パーソナルヘルス商品開発部

想いをひとつにする仲間とともに、
生活者に喜びを届ける

花王EMEAのジェンダー・エクイティ・コミュニティおよびメンタルヘルス・
グループの一員として、これらの重要なテーマを重視し、社員が意義あるDE&I
の取り組みを共創できる環境を整えている組織の一員であることを誇りに思っ
ています。両グループに参加して以来、情熱をもった仲間とともに、影響力のあ
るプロジェクトに携わってきました。例えば2025年には、ジェンダー・エクイ
ティ・コミュニティとして、ロンドン、ダルムシュタット、アメルスフォールトの
各地で国際女性デーのイベントを開催しました。ロンドンでは、多様な背景や
ジェンダーの社員が登壇し、ジェンダー・エクイティに関する視点を共有する
パネルディスカッションを実施しました。イベントは対面でのネットワーキング
に加え、ライブ配信も行い、さらに「女性の歴史クイズ」による参加型キャンペー
ンも展開しました。また、メンタルヘルス・グループでの活動も大きなやりがい
を感じています。このグループでは、ウェルビーイングに関するリソースやガイ
ダンスを提供しています。今年は、四半期ごとのウェルビーイングに関する情
報発信の企画・主導を担当し、心理学のバックグラウンドを活かして、実践的
なヒントや知見を共有しました。これらの経験を通じて、私たちはそれぞれ異な
る背景を持ちながらも、多くの点でつながっていること、そして花王は協働を通
じてインクルージョンと帰属意識が育まれる職場であることを実感しています。

Cecilia Ayelen Malanga
EMEA 人財開発部門 
Learning & 
Development Partner

企業文化としてのDE&Iの浸透：
花王EMEAにおけるジェンダー 
エクイティとウェルビーイング

社員の声 社員の声
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